
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
➀各教科において領域別、観点別にみたときに以下の課題がみられた。

　・国語において「話すこと、書くこと」に課題がみられる。

　・算数において「思考・判断・表現」に課題がみられる。

➁学校教育目標「笑顔輝く楽しい学校～みずから学び、なかまと学び、みんなで伸びる～」を達成できる児童を育むため、教

　員の授業向上を目指し、授業づくりを推進し、主体的・対話的で深い学びを実現する必要がある。

➀について

　・授業の最初には、授業の流れを伝えて、学習のゴールイメージを膨らませ何を学習するのか明確にする。【毎時間】
　・授業の最後に、目的や内容を焦点化し、学習の振り返りを行う。【毎時間】

　・児童が文章を読み取る場面では、主語と述語の関係を意識して読み取れるようにするとともに、書く活動の際にも、主語を児童に意識させていく。【通年】

　・算数において、計算ができるようにするだけでなく、立式の場面では、問題場面を想起し、式の意味を考えることができる学習活動行う。【通年】

➁について

　・主体的・対話的で深い学びを実現させる土台となる基礎的な学力を身に付けるため、学力向上カウンセリング学校訪問を要請した研修を教職員に行う。【２学期】
　・安心して学習に取り組める環境づくりにつながる学習規律の徹底を図る。
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